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2Jp- 4　　　高齢者の食生活に関する研究（2）食品の摂取可能状況からの咀咄能力のスコア化

　　　　　　　大手前栄養文化学院　○岡田真理子　大阪信愛女学院短大　田中順子　　桜井女子短大

　　　　　　　浅野恭代　南　幸　　甲子園大　井垣厚子　　箕面福祉保育専門学校　岡本洋子
　　　　　　　関西医大　河村真木子　　大阪府老人大学　福岡明美　　甲子園m大　和辻敏子

　（目的）高齢者の食生活は自歯の欠損などによる咀咄能力の低下により単調なものになり

がちで、食べる楽しみを奪っている事が多い。咀喘能力の評価は筋電図などの機器を用いて

測定する方法や、ピーナッツ、チューインガムなどを噛んで評価する方法などがあるが、

いずれも一般の高齢者には適用しにくい。そこで、アンケート調査による食品の摂取可能

状況から、個人の咀鳩能力を点数化し評価する方法を試みた。

　（方法）平井らの開発した義歯装着者用のm喩機能判定票を参考にし、あわせて食生活状

況に関するアンケート票右作成した。大阪市城東区、大阪府堺市、奈良県mm町の老人大

学参加者、計278人を対象に、1994年2月～3月に調査を行った。

　咀哨スコアの算出は、平井らの方法にしたがった。

　（結果）調査対象は男性59人、平均年齢73.8歳、女性218人、平均年齢72.3歳。自分の歯が

20本以上ある人は24.9％であり、全部義歯（総入れ歯）の人は27.0％であった。

咀咄スコアは100がいわゆる満点で、何でも不自由なく摂取できる状態である。男性の咀瞬

スコアの平均は87、女性は85であった。年代別では、男性の場合は60歳代の平均が88 s 70

歳代、80歳代がいずれも86と、わずかに低下するが、女性では60歳代90、70歳代80、80歳

代77と加齢に伴い顕著に低下した。自分の歯が20本以上ある人の場合は93と高く、咀咄に

不自由を感じる人は少ないが、数本残うている場合は全く無い人より、わずかではあるが

スコアは低く、咀哨に不自由を感じている事がうかがえた。

2Jp－5 ひとり暮し高齢者における市販惣菜の利用に及ぼす要因

山口女大家政　　足立蓉子

　　〈目的〉　ひとり暮し高齢者の在宅での食生活を支えている給食サービスと市販惣菜の

利用に及ぼす要因の分析結果から。高齢者の食に対するニーズについて考察した。

　　〈方法〉　対象地域は山口県大島郡東和町。対象者は東和町伊保田地区の65歳以上でひ

とり暮しの男女147人、うち有効回答は126人であり、回収率は85.7％であった。調査

は1994年の８月から９月の期間に、質問紙による個人面接法にて行った。

　　〈結果〉　ひとり暮し高齢者の市販惣菜の利用状況では、50％以上が利用すると回答し

た。その内訳をみると揚げもの類、煮もの類が最も多く、酢のもの・あえもの類、サラダ

類などが次にあげられた。市販惣菜の利用に及ぼす要因について数量化ｎ類による分析を

行った結果は次のとおりである。利用に影響する第１の要因は「生きがい」であり、

「ない」が利用を促進した。第２は「グループ活動」であり、「参加」が利用を促進した。第

３は「性別」であり、「男」が利用を促進した。第４は「食事満足度」、第５は「規則正し

い生活」、第６は「食費」であった。このようなことから、惣菜をよく利用するのはグル

ープ活動などには参加しているが生きがいがなく、規則正しい生活をしていない男性、そ

して食事に不満は少なく、食費にはお金をかけたくない人たちと考えられる。前報1)の毎

日型給食サービスへのニーズとの比較から、ひとり暮し高齢者の食生活を支える給食サー

ビスと市販惣菜の利用に対する高齢者のニーズは異なることが示唆された。

1）足立蓉子：家政誌. 45.909～917（1994）
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